
平成 29年度「北海道高等学校学殖向上推進事業」学力テスト及び 

北海道高等学校学習状況等調査の本校の結果について 

 

 本校では、道教委が実施している標記学力テスト及び学習状況等調査に毎年参加してい

ます。これは、高等学校第 1学年（年次）修了段階における学習内容の定着状況の把握を通

して、各学校における指導方法等の工夫・改善に資するために実施しているものです。 

 学力テストは、選抜制の高い大学の第２次学力試験レベルの問題を解くために必要な事

項が十分身に付いているかを把握するアドバンストモデル（Aモデル）、大学入試センター

試験レベルの問題を解くために必要な事項が十分身に付いているかを把握するベーシック

モデル（Bモデル）、義務教育段階の学習内容を含め、高校における基礎的・基本的事項が

十分身に付いているかを把握するコアアビリティモデル（C モデル）の３種類があり、生徒

の実態に合わせて各学校で選ぶこととなっていますが、本校では国語、数学、英語の C モ

デルを実施しています。 

 

〇学力テストの結果について 

  それぞれの教科の正答率を領域別にグラフで示します。英語や数学の一部の領域では

全道平均に肉薄している領域もありますが、どの教科のどの領域においても全道平均を

下回っており、中には全道平均を 20ポイント以上下回っている領域もあります。このこ

とからも本校では基礎・基本の定着がより一層必要であることが見て取れます。 
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〇学習状況調査の結果について 

  本校入学後に学習意欲が高まった生徒は全道平均よりも高いなど、良い傾向も見られ

ますが、家庭での学習時間や読書時間が少なく、インターネットの利用時間が長いなど、

課題も見られます。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


